
法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る

「
不
動
産
登
記
」
は
、
大
切
な
財
産

で
あ
る
土
地
や
建
物
の
状
況
（
所

在
・
面
積
な
ど
）、
所
有
者
や
債
権

者
（
住
所
・
氏
名
な
ど
）
を
登
記

簿
に
記
載
し
、
一
般
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
権
利
関
係
な
ど
の
状

況
が
誰
に
で
も
わ
か
る
よ
う
に
し
、

取
引
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し

た
場
合
や
建
物
を
増
築
し
た
場
合

な
ど
は
登
記
申
請
を
し
な
け
れ
ば

法
務
局
に
あ
る
登
記
簿
の
内
容
は

変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所
有
者
な
ど
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
、
登
記
の
申
請
を
代
理

し
て
行
う
専
門
家
と
し
て
、「
司
法

書
士
」
と
「
土
地
家
屋
調
査
士
」

が
い
ま
す
。
司
法
書
士
は
、
所
有

権
の
移
転
や
抵
当
権
の
設
定
な
ど

に
関
す
る
登
記
の
代
理
申
請
を
、

土
地
家
屋
調
査
士
は
、
建
物
の
新

築
の
登
記
や
土
地
の
分
筆
な
ど
に

関
す
る
登
記
の
代
理
申
請
を
行
い

ま
す
。

登
記
全
般
に
つ
い
て
は
、
法
務

局
へ
、
登
記
申
請
の
相
談
や
依
頼

は
、
司
法
書
士
会
又
は
土
地
家
屋

調
査
士
会
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６
　

（
音
声
案
内
２
番
）

・
釧
路
司
法
書
士
会

†
０
８
０
０-

８
０
０-

３
９
４
６

（
通
話
料
無
料
）

又
は
†
０
１
５
４-

42-

８
６
５
０

・
釧
路
土
地
家
屋
調
査
士
会

†
０
１
５
４-

41-

３
４
６
３

航
空
乗
継
利
用
促
進
協
議

会
で
は
、
平
成
27
年
２
月
28

日
ま
で
に
、
女
満
別
空
港
な

ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
空

港
を
発
着
し
、
国
内
線
を
同

日
に
乗
継
で
ご
利
用
さ
れ
た

方
に
、
国
内
線
乗
継
往
復
航

空
券
な
ど
抽
選
で
合
計
２
０

４
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

女
満
別
空
港
整
備
・
利
用
促
進

協
議
会
事
務
局
（
大
空
町
役
場

総
務
課
）

†
０
１
５
２-

74-

２
１
１
１
　

（
内
線
２
１
３
）

冬の暴力追放運動
平成26年12月15日～平成27年１月14日

次
の
日
程
で
冬
季
町
民
ス
ポ
ー
ツ

行
事
を
開
催
し
ま
す
。
幼
児
・
一
般

（
高
校
生
含
む
）
は
当
日
の
申
し
込

み
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
ス
ケ
ー
ト
記
録
会

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

津
別
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

◎
ス
キ
ー
大
会

平
成
27
年
２
月
１
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
共
和
）

今
年
も
ス
キ
ー
大
会
当
日
に
は
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
川
端
絵

美
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
中
で
す
。
参
加
取
り
ま
と
め
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課
　
　

†
76-

２
７
１
３
　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済

契
約
者
及
び
被
共
済
者
の
皆

さ
ま
に
対
し
、
各
種
手
続

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
、
で
き
う
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に

対
応
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

†
03-

６
７
３
１-

２
８
８
７
　
　

10
月
21
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

出
町
　
紗
弓
さ
ゆ
み

ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

湯
浅
　
儀
優

よ
し
ひ
ろ

く
ん
（
幸
町
）

北
村
　
莉
緒
奈

り
お
な

ち
ゃ
ん
（
旭
町
）

武
田
　
悠
埜
ゆ
う
の

ち
ゃ
ん
（
共
和
）

小
島
　
蒼
太
そ
う
た

く
ん
（
共
和
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
２
）

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
国

税
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
税
務
相
談
室
で
す
。
よ
く

あ
る
ご
質
問
に
対
す
る
回
答
を

税
金
の
種
類
ご
と
に
調
べ
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー

ド
に
よ
る
検
索
も
で
き
ま
す
。

下
記
ア
ド
レ
ス
、
ま
た
は
「
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

《年末における犯罪及び交通事故の防止》
○女性対象犯罪の被害防止

・夜間の一人歩きは極力避け、人通りの多い道を通るよう

にしましょう。

・イヤホンで音楽を聴いたり、スマートフォンを操作しな

がら歩かないようにしましょう。

○振り込め詐欺等の被害防止

・「レターパックや宅配便で現金を送って」は詐欺です。

・お金を要求する怪しい電話やメールが来たら、振り込む

前にまず確認し、警察相談電話＃9110へ連絡しましょう。

○空き巣ねらい、車上ねらい、灯油盗難の被害防止

・短時間の外出、買い物等でも必ず鍵をかけましょう。

・ホームタンクの給油口にカギを設置しましょう。

○スリップ等による交通事故の防止

・スリップ事故の原因となる急発進、急ブレーキなど、急

のつく運転は危険です。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

冬
型
ス
リ
ッ
プ
事
故
は

12
月
に
多
発
し
て
い
ま
す

住民企画課
住民企画
グループ

北
海
道
の
冬
期
間
に
は
、
降

雪
・
寒
冷
期
に
特
有
の
ス
リ
ッ
プ

や
視
界
不
良
、
わ
だ
ち
な
ど
が
原

因
の
「
冬
型
事
故
」
が
起
き
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
冬
型
事
故
、

ほ
と
ん
ど
は
積
雪
・
凍
結
路
面
で

発
生
す
る
「
ス
リ
ッ
プ
事
故
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
警
察
本
部
が
、
過
去
５

年
間
の
ス
リ
ッ
プ
死
亡
事
故
の
特

徴
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の

期
間
、
86
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
。

月
別
で
は
12
月
が
30
件
と
最
も
多

く
、
雪
道
に
慣
れ
て
い
な
い
初
冬

に
多
発
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

ま
た
、
事
故
の
類
型
別
に
見
る

と
、
正
面
衝
突
が
59
件
で
最
も
多

く
、
次
い
で
車
両
単
独
が
19
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、「
急
」
の

つ
く
操
作
（
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ

レ
ー
キ
、
急
加
速
、
急
発
進
）
に

気
を
つ
け
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

冬
季
町
民
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

ご
案
内

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
全
国
乗
継
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
お
知
ら
せ

遠
隔
操
作
で
設
定
変
更
を
す
る
勧
誘

が
増
え
て
い
ま
す
。「
安
く
な
る
」
と

い
わ
れ
て
も
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
契
約

書
面
を
求
め
、
理
解
で
き
な
け
れ
ば

承
諾
し
な
い
で
下
さ
い
。
知
ら
な
い

間
に
オ
プ
シ
ョ
ン
等
を
申
し
込

ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
バ
イ
ダ

等
の
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
は
な
く
注
意
が
必
要
で
す
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◎
年
末
年
始
の
休
業
日

12
月
27
日
〜
１
月
４
日

Ｑ

産業振興課
商工観光
グループ
†76－2151
（内線258）

今
よ
り
安
く
な
る
？

〜
遠
隔
操
作
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧
誘
に
注
意
〜

「
今
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ

ダ
よ
り
安
く
な
る
か
ら
乗
り
換

え
ま
せ
ん
か
」
と
電
話
で
勧
誘

さ
れ
承
諾
し
た
。
業
者
の
電
話

に
よ
る
指
示
に
従
い
パ
ソ
コ
ン

で
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
画
面
を
開
く
と
遠

隔
操
作
で
変
更
が
行
わ
れ

そ
の
後
、
料
金
を
確
認
す

る
と
新
し
い
契
約
先
の
ほ

う
が
高
く
な
っ
て
い
た
。

解
約
を
申
し
出
た
が

「
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
る
。

解
約
に
は
違
約
金
１
万
５

千
円
が
必
要
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

大
手
電
話
会
社
を
か
た
り
、

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

http://www.nta.go.jp/taxanswer

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

問い合わせ先
（公財）北海道暴力追放センター

北見支局　†0157－61－5982

◎暴力団の違法な資金獲得活動の実

態周知と被害防止

◎少年に対する暴力団の影響排除と

環境の浄化

運動の重点目標

『冬の暴力追放運動』は、暴力団の根絶

によって社会・経済活動の健全な発展と

青少年の健全な育成を図り、安全で安心

な北海道を実現するため、関係機関と連

携しながら、年末・年始の繁忙期と学校

の冬休み期間にあわせて実施します。

A

冬期間は、毎週「木曜日」を全館休館とさせてい

ただきます。

問い合わせ先

ランプの宿 森つべつ † 76－3333

【期間】１月22日（木）から４月中旬までの毎週木曜日

キャンペーンHP http://www.noritsugi.jp/

土
地
や
建
物
の
登
記
は

お
済
み
で
す
か
？

ランプの宿 森つべつ
冬期の「木曜日」休館のお知らせ

また、冬期間中のレストランと日帰り入浴は、午後

７時30分までを営業時間とさせていただきます。

活汲発の無料送迎バスの運行日につきましては、冬

期間中は、第１・第３火曜日

の運行に変更いたします。

ご迷惑をおかけし誠に申し

訳ありません。ご理解とご協

力をお願いいたします。


